






















間は、教皇インノケンティウス３世（在位: 1198-1216 年）、教皇ニコラウス 3 世（在位: 1277-80
1 「コンスタンティヌスの間」壁画については、主として以下の文献を参照。R. Quednau, Die Sala di 
Costantino im Vatikanischen Palast: Zur Dekoration der beiden Medici-Päpste Leo X. und Clemens VII, Hildesheim, 
1979; J. Kliemann, “Review of Rolf Quednau, Die Sala di Costantino im Vatikanischen Palast : Zur Dekoration der 
beiden Medici-Päpste Leo X. und Clemens VII.,” Zeitschrift für Kunstgeschichte, 45,1982, pp. 314-324; L. Partridge, 
“Review of Rolf Quednau, Die Sala di Costantino im Vatikanischen Palast : Zur Dekoration der beiden Medici-
Päpste Leo X. und Clemens VII.,” The Art Bulletin, vol. 65, no. 3, Sep., 1983, pp. 515-520; R. Quednau, “Aspect’s 
of Raphael’s "ultima maniera" in the Light of the Sala di Costantino,” in C. L. Frommel, M. Winner, a cura di, 
Raffaello a Roma : il convegno del 1983, Roma, 1986, pp. 245-257; G. Cornini - A.M. De Strobel - M. Serlupi 
Crescenzi, “La sala di Costantino,” in Raffaello nell'Appartamento di Giulio II e Leone X: monumenti, musei, 
gallerie pontificie, Milano, 1993, pp. 167-201; P. P. Fehl, “Raphael as a Historian: Poetry and Historical 
Accuracy in the Sala di Costantino,” Artibus et Historiae, vol. 14, no. 28, 1993, pp. 9-76. また、ラファエッロに
関連する一次史料については、次の文献も参照。J. Shearman, Raphael in Early Modern Sources (1483-1602), 2 
vols., New Haven - London, 2003.  
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年）の時代に建設された 2。15 世紀中葉以降から




















建築家アントニオ・ダ・サンガッロ・イル・ジョーヴァネへ支払われ 5、1519 年 10 月には、壁画
装飾用の足場の設置に関連する支払記録が確認されている 6。そのため、1519 年秋頃には壁画を
描く準備が進められていたと推測され、ラファエッロの構想に基づく壁画の構図も、この時期に
2 Cornini - De Strobel - Serlupi Crescenzi, “La sala di Costantino,”cit., p. 167. 
3 Quednau, Die Sala di Costantino, cit., p. 814. 
4 Eusebius, ed. by F. Winkelmann, Über das Leben des Kaisers Konstantin, GCS, 1/1, Berlin, 1975 (rev. ed., 
1992.); A. Cameron - S.H. Hall, Eusebius, Life of Constantine, Oxford, 1999; エウセビオス『コンスタンティヌ
スの生涯』、京都大学学術出版会、2004 年; Eusebius, Ecclesiastica Historia, trans. by Tyrannius Rufinus, 
Mantova, 1497; ヤコブス・デ・ウォラギネ『黄金伝説』前田敬作・今村孝訳、平凡社ライブラリー、2006
年:「シルウェステル伝」（１巻）、pp. 183-202;「聖十字架の発見」（２巻）、pp. 196-215. 
5 1518 年 9 月 10 日と 1519 年 3 月 14 日の記録。Quednau, Die Sala di Costantino, cit., Dok. 37a-b, pp. 831-32; 
Shearman, Raphael in Early Modern Sources, cit., 1518/64, 1519/23. 
6 Quednau, Die Sala di Costantino, cit., Dok. 38, p. 832; Shearman, Raphael in Early Modern Sources, cit., 
1519/60. なお、現状の天井、および壁面の主要場面の上に描かれたフリーズ装飾は、1560 年代以降の改変
の結果である。16 世紀前半当時には、隣接する「キアロスクーロの間」天井に見られるような、メディチ家
の紋章とレオ 10 世の標章を表した天井がかけられていたと推測されている。Cornini - De Strobel - Serlupi 
Crescenzi, “La sala di Costantino,”cit., p. 167. 
図 1 ラファエッロ工房「コンスタンティ
ヌスの間」 1519-24 年 ヴァティカン宮殿 
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ジャンフランチェスコ・ペンニらによって準備素描へ起こされたと見られる 7。しかし、1520 年
4 月６日にはラファエッロが急逝し、その翌年 1521 年 12 月 1 日には、壁画の注文者である教皇
レオ 10 世もまた他界する 8。レオ 10 世が逝去した時点で、壁画は半分以上が仕上がった状態に
あったが 9、続いて教皇位に就いたハドリアヌス 6 世の代（在位: 1522-23 年）には、奢侈を嫌っ
た教皇の意向で宮殿の装飾事業は中断された。「コンスタンティヌスの間」の装飾が再開されるの
は、ハドリアヌスの逝去後、レオの従兄弟である枢機卿ジュリオ・デ・メディチが教皇クレメン
ス 7 世として即位した 1523 年 11 月以降のことになる。 











表されている。そのため、1519 年末頃に開始された壁画装飾は 1521 年末までに東壁《十字架の
顕現》と南壁《ミルウィウス橋での戦闘》が仕上げられていたと考えられる。２人の教皇の標章






ンニ、ジュリオ・ロマーノの間で同定が揺れている。K. Oberhuber - A. Gnann, Roma e lo stile classico di 
Raffaello, Milano, 1999, pp. 216-236; J. Shearman, “Progetti non eseguiti per la stanza di Raffaello,” in B. 
Agosti - V. Romani, a cura di, Studi su Raffaello, Milano, 2007, pp. 29-63, とくに pp. 51-54. 
8 1520 年 4 月 12 日、セバスティアーノ・デル・ピオンボはミケランジェロ宛の書簡において、ラファエッ
ロの弟子たちが油彩で壁画を描こうとしていることを伝えている。広間において初めに着手されたのは南壁
と見られ、《正義》（図 2 D-a）と《親愛》（図 2 B-b）は油彩技法を用いて描かれている。Quednau, Die Sala 
di Costantino, cit., Dok. 42; Shearman, Raphael in Early Modern Sources, cit., 1520/26.  
9 ローマのバルダッサーレ・カスティリオーネから、マントヴァのフェデリコ・ゴンザーガへ宛てた 1521
年 12 月 16 日付けの書簡。Quednau, Die Sala di Costantino, cit., Dok. 55; Shearman, Raphael in Early Modern 
Sources, cit., 1521/38. 
10 Quednau, Die Sala di Costantino, cit., pp. 80-87. 
11 支払い記録は、1524 年 2 月 1 日から 1525 年 7 月 3 日まで確認される。壁画の完成はやはりカスティリオ




東壁の左側に配された使徒ペテロ（図 3）に始まり、5 世紀末から 6 世紀初頭に活動した教皇グレ
ゴリウス１世にいたる、計８名の聖人教皇である（図２ A-H）。各教皇像について確認すると、
例外はあるが、説話場面同様、東壁から年代順に描かれている。東壁では説話場面の左側に《聖
ペテロ》、右側に《クレメンス 1 世》（図 4）が配され、南壁では左に《アレクサンデル 1 世》12、
ーノはマントヴァへ向けて出発した。Quednau, Die Sala di Costantino, cit., p. 87, Dok. 58a-f, 63; Shearman, 
Raphael in Early Modern Sources, cit., 1524/1, 1525/5. 
 なお、壁画主題は 1520～21 年頃に当初案から変更されたことが、同時代の画家の記述から確認される。
ラファエッロが他界した 1520 年、ヴァネツィア出身の画家、セバスティアーノ・デル・ピオンボは、ラフ
ァエッロの弟子たちに代わりヴァティカンの壁画制作を請け負うことができないかと画策し、1520 年 4 月か




た。Quednau, Die Sala di Costantino, cit., Dok. 41-42, 44-47; Shearman, Raphael in Early Modern Sources, cit., 
1520/26, 34, 49, 58-59, 62.  
12 南壁左側の教皇像には、「SILVESTER I（シルウェステル 1 世）」と記されているが、これは 16 世紀末、
グレゴリウス 13 世の時代に扉部分の拡張によって本来の名前が削られた後、1778 年の修復の際に誤って描
き加えられた銘記である。本来の文字「ALEXANDER I（アレクサンデル１世）」のうち、最後の三文字が
現存し再利用された状態となっている。Quednau, Die Sala di Costantino, cit., pp. 41, 161ff; Cornini - De 
Strobel - Serlupi Crescenzi, “La sala di Costantino,”cit., p. 196. 
西壁  III: 《コンスタンティヌス帝に洗礼を授ける聖シルウェステル》 
E: 教皇ダマスス１世 a: 賢明  b: 平和   F: 教皇レオ 1 世（教皇クレメンス 7 世の肖像）a: 無垢 b: 真実 
 
北壁  IV: 《コンスタンティヌス帝による聖シルウェステルへの寄進》 





東壁   
I: 《コンスタンティヌス帝に顕現
する十字架の幻視》 
A: 聖ペテロ a: 教会 b: 永遠   
B: 教皇クレメンス 1 世（教皇レオ






C: 教皇アレクサンデル 1 世  
a: 信仰 b: 宗教  
D: 教皇ウルバヌス 1 世（教皇パウ
ルス 3 世の肖像？）  
a: 正義 b: 慈愛 
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右に《教皇ウルバヌス 1 世》（図 9）13が描かれている。西壁では左に《教皇ダマスス 1 世》、右に
《教皇レオ 1 世》（図 5）が、北壁では左に《教皇シルウェステル１世》、右に《教皇グレゴリウ
ス 1 世》が描かれている。教皇像のうち、東壁の《クレメンス 1 世》は教皇レオ 10 世の、西壁の

















ス 3 世の肖像と訂正された。そのため、《ウルバヌス 1 世》をパウルス 3 世とみなす説が提起されたのであ
る。M. Hirst, Sebastiano del Piombo, Oxford, 1981, pp. 111-12, 119; A.シャステル『ローマ劫掠―1527 年、聖都
の悲劇』、越川倫明・岩井瑞枝ほか訳、筑摩書房、2006 年、pp. 86-109, 305; M. Giusto, in L. Fornari 
Schianchi, a cura di, Galleria Nazionale di Parima. Catalogo delle opere del Cinquecento e iconografia farnesiana, 
Milano, 1998, pp. 58, 60-61, scheda 179; Partridge, “Die Sala di Costantino,” cit., p. 516.  


































15 S. Waetzoldt, Die Kopien des 17. Jahrhunderts nach Mosaiken und Wandmalereien in Rom, Wien - München, 
1964, p. 71, Kat, no. 935-40.   
16 当時、ローマにおける教会建築の寄進者は教区の信徒集団や富裕層から教皇へと移行しつつあった。R. 
クラウトハイマー『ローマ――ある都市の肖像 三一二―一三〇八年』、中山典夫訳、中央公論美術出版、
2013 年、p. 82. 
17 Camera pro secretis consiliis の装飾については、下記を参照。G.B. Ladner, Die Papstbildnisse des Alterrums 
und des Mittelalters, I, Città del Vaticano, 1941, pp. 195ff; Waetzoldt, Die Kopien , cit., p. 39, Kat, no. 198-203; 
Quednau, Die Sala di Costantino, cit., p. 165. 
18 Ladner, Die Papstbildnisse des Alterrums und des Mittelalters, cit, 195ff; Waetzoldt, Die Kopien, cit., p. 39; 
Quednau, Die Sala di Costantino, cit., pp. 165-67; クラウトハイマー、前掲書、pp. 269-70. 
19 サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラーノ聖堂内陣は、教皇マルティヌス 5 世の命に従いジェンティーレ・
ダ・ファブリアーノ、ピサネッロらによって 1427～32 年頃に装飾された。内部壁画は 17 世紀中頃に破壊さ
れ現存せず、模写によって部分的な構造が確認されるのみである。M. G. Bernardini, “Il ciclo perduto in San 
Giovanni in Laterano: un problema ancora aperta,” in Strinati - Bussagli, a cura di, Il ’400 a Roma, I, Roma, 
図 6 サン・ピエトロ旧聖堂内陣右壁

































pp. 119-25; S. Guarino, Rinascimento a Roma, Milano, 2004, pp. 15-20. 
20 若山映子氏はメイヤーの見解に言及している。S.K. Meyer, The Papal Series in the Sistine Chapel: The 
Embodiment, Vesting, and Framing of Papal Power, Ph. D. dissertation, University of Southern California, 1998, 
pp. 278ff; S.L. Meyer, “The Papal Series in the Sistine Chapel: The Embodiment, Vesting and Framing of 
Papal Power,” Bollettino: Monumenti, Musei e Gallerie Pontificie, 20, 2000, pp. 131-61; 若山映子『システィーナ
礼拝堂天井画――イメージとなった神の慈悲』、東北大学出版会、2005 年、pp. 22-23、註 38。 
21 Quednau, Die Sala di Costantino, cit., pp. 181-204. 
22 教皇レオ 10 世と教皇クレメンス 7 世の肖像は、ここでは互いの名を交換するかたちで描かれている。《ク
レメンス１世》（レオ 10 世の肖像）は《聖ペテロ》の右側に、《レオ１世》（クレメンス 7 世の肖像）は《ペ
テロ》の空間上の正面という位置に配置されることで、使徒との結び付きをより強調する意向があったと見
られる。クレメンス 7 世は、ロレンツォ・イル・マニーフィコの弟ジュリアーノの庶子であり、その出生は
教皇庁において折に触れ問題視されていた。S. Reiss, Cardinal Giulio de’ Medici as a Patron of Art: 1513-1523, 
Ph. D. dissertation, Princeton University, 1992, p. 107. また、クレメンス 7 世の標章「無垢の白」と壁画左右
の擬人像、およびレオ１世治世下に実施された公会議での決議とを関連付ける考察は、ポールによってなさ
れている。B. Paul, “Issues of Political Iconography: Clement VII’s Personal and Political Concerns in His 
Representation as Leo I in the Sala di Costantino,” in Coming about: A Festschrift for John Shearman, ed. by L.R. 































述べているが、実際の作者、図像内容の詳細は不明である。G. Vasari, Le vite de' più eccellenti pittori, scultori e 
architettori [1568], a cura di P. Della Pergola - L. Grassi - G. Previtali, VI, Novara, 1967, pp. 339-40. 
24 教皇庁に仕えたパリス・デ・グラッシスによるレオ 10 世治世下の祭事記録には「使徒宮殿のふたつの部屋に
描かれた、多数の教皇の絵」という記述が見られる。Quednau, Die Sala di Costantino, cit., Dok. 36, pp. 830-31. 
25 Quednau, Die Sala di Costantino, cit., pp. 164-72. 
26 天井装飾はペリーノ・デル・ヴァーガとジョヴァンニ・ダ・ウーディネによって 1519-21 年に実施され
た。黄道一二宮の図像は、レオ 10 世の治世を称揚すると考えられている。また「神々の凱旋」と通称され
る古代神話の神々や英雄を表したタペストリー連作は、同室壁面に飾られる目的で制作されたと考えられて
いる。E. Parma, Perin del Vaga: l’anello mancante, Genova, 1986, cit., p. 253; L. Karafel, “Raphael’s Tapestries: 
The Grotesques of Leo X and the Vatican’s Sala dei Pontefici,” in M. Falomir, Late Raphael: Proceedings of the 
International Symposium, Madrid, 2013, pp. 50-57. 































との関連については、下記で言及されている。Quednau, Sala di Costantino, cit., p. 140. 
29 クエドナウは、教皇像の傍らの擬人像表現の先例として、ローマのサンタ・マリア・ソプラ・ミネルヴァ
聖堂、フィリッピーノ・リッピによるカラファ礼拝堂西壁の描写、トマス・アクィナスと擬人像の構図を挙







られている。Meyer, “The papal series in the Sistine Chapel,” cit., pp. 135ff.  
30 Quednau, Sala di Costantino, cit., pp. 181-204. 





1517 年 ヴァティカン図書館 










































31 Partridge, “Die Sala di Costantino,” cit., p. 516. 
32 H.L. Kessler - J. Zacharias, Roma 1300 on the Path of the Pilgrim, New Haven - London, 2000, pp. 28ff. 
図 12 ジョット派《ロー
マ市民の前にあらわれる






ィウス 8 世》 16 世紀末 
ミラノ、アンブロジアー






























の関係は、下記において言及されている。Quednau, Sala di Costantino, cit., pp. 496-97. 
35 G. Moroni, Dizionario di erudizione storico-ecclesiastica, Venezia, 1848, vol. XLIX, pp. 5ff.  
36 17 世紀、ジャコモ・グリマルディは教皇グレゴリウス 10 世（在位: 1271-76 年）の写本挿絵を模写してい
るが、その中には十字架を掲げる聖職者を先頭に行列が進み、教皇グレゴリウスは mappa（mappula）と説
明される、四隅に支柱のついた四角形の大型の布の下を歩む様子が描かれている（ヴァティカン図書館、
Cod. Lat. 2733, fol. 51r）。この描写から、中世の行列がどのように実施されていたのか、推測することがで
きる。Kessler - Zacharias, Roma 1300, cit., pp. 4, 66, 129, fig. 60. 
37 サンタ・マリア・マッジョーレ聖堂創設の伝承を描いた連作の 1 点である。教皇リベリウスが真夏のエス
クイリーノの丘に奇跡的に降り積もった雪に、聖堂の礎を描く場面が描かれている。教皇の背後の聖職者た
ちが、ウンブラクルムと十字架を掲げている様子が確認できる。Ibid., pp. 126ff.  
38 教皇ボニファティウス 8 世の戴冠と、先代の教皇ケレスティヌス 5 世がラテラーノ聖堂へと向かう場面を
描いた挿絵。ここではケレスティヌスはすでに退位した身であるが、十字架とウンブラクルムによって顕彰








サン・シルヴェストロ礼拝堂壁画 1244-46 年 
図 14 《コンスタンティヌス帝の洗礼》「コンス
タンティヌスの間」西壁 






図 19 《教皇ボニファティウス 8 世の戴冠と、出立




































は見られない。H. Fuhrlmann, Das Constitutum Constantini, in Fontes iuris Germanici antiqui in usum scholarum 
ex Monumentis Germaniae historicis separatim editi, X, Hannover, 1968, pp. 257-60; 宮松浩憲「コンスタンティ
ヌス帝の寄進状」、『久留米大学産業経済研究』第 48 巻、第一号、2007 年 6 月、pp. 95-116. 
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自由の擁護者」の称号とともに 2 点の旗を授与した。旗は


























40 P. Mäder, “The Julius Banners,” The Flag Bulletin: Report of the Third International Congress of Vexillology, X, 
nos. 2-3, 1971, pp. 107-15; R. Quednau, “Päpstliches Geschichtsdenken und seine Verbildlichung in der 
Stanza dell’Incendio,” Münchener Jahrbuch der Bildenden Kunst, XXXV, 1984, pp. 83-128, とくに p. 106.  
41 同様の紋章は、1520 年代中頃に制作されたと考えられる、教皇クレメンス 7 世のタペストリーにも描か
れている。T.P. Campbell, Tapestry in the Renaissance: Art and Magnificence, pp. 241-43. 
42 1513～16 年にかけて実施された「火災の間」装飾の図像プログラムと第 5 回ラテラーノ公会議の関係に
ついては、註 39 のクエドナウの文献を、「火災の間」腰羽目に表された君主像については J. Jacoby, Päpsten 
zu Diensten: Raffaels Herrscher-zyklus in der Stanza dell’Incendio im vatikanischen Palast, Hildesheim, 1987 を参照
されたい。「火災の間」北壁《レオ 3 世の弁明》下部には、初期教会の擁護者としてコンスタンティヌス帝
が描かれている。その主題選択は、「コンスタンティヌスの寄進状」に対する弾劾への反論として解釈され





図 1, 16: G. Cornini et al., Raffaello nell'Appartamento di Giulio II e Leone X: monumenti, musei, gallerie 
pontificie, Milano, 1993 
図 2: 筆者作成 
図 3, 4: R. Quednau, Die Sala di Costantino im Vatikanischen Palast: Zur Dekoration der beiden Medici-
Päpste Leo X. und Clemens VII, Hildesheim, 1979 
図 5: Coming about: A Festschrift for John Shearman, ed. by L.R. Jones - L. C. Matthew, Cambridge, 
Mass., 2001 
図 6 , 12, 13, 15, 18, 19: H.L. Kessler - J. Zacharias, Roma 1300 on the Path of the Pilgrim, New Haven 
- London, 2000 




図 9: A. シャステル『ローマ劫掠―1527 年、聖都の悲劇』、越川倫明・岩井瑞枝ほか訳、筑摩書房、
2006 年 
図 10:  D. Cordellier - B. Py, Raffaello e i suoi, exh. cat., Roma, 1992 
図 11: B. Kempers et al., Hoch Renaissance im Vatikan 1503-1534: Kunst und Kultur im Rom der Päpste, 
Ostfildern, 1999 
図 14: Musei Vaticani 
図 17: E. Castelnuovo, a cura di, La Pittura in Italia: il Duecento e il Trecento, Milano, 1986 
図 20: R. Quednau, “Päpstliches Geschichtsdenken und seine Verbildlichung in der Stanza 
dell’Incendio,” Münchener Jahrbuch der Bildenden Kunst, XXXV, 1984, pp. 83-128 
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